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専修大学商学研究所所報
1運　　営
(1)第1回定期所員総会(2008･5･20)
I.平成19年度事業ならびに会計報告(承認)
2.平成20年度事業実行計画案(承認)
3.平成20年度実行予算案(5,989,000円) (承認)
【人事課移管分人件費(アルバイト料) 927,000
llJ)】 (承認)
(2)第2回定期所員総会(2009･ 1 ･20)
1.平成20年度事業｢fl間報告
2.平成21年度事業計画(承認)
3.　　同　　予算要求(承認)
4.　　同　　予算要求明細(承認)
(3)運営委員会(6回開催)
2　研究活動
(1)定例研究会
1, 1二田雅夫氏( (財)流通経済研究所主任研究員) ｢tD付
posデータによる消費者の購買行動の把握一購買行動による
セグメンテーションを中心に｣ (5月20日) 17名
2.清水順f一所員｢On Asian Monetary Unit｣ (7月1
日) 10名
3.金　光日準所員｢奇瑞汽車の発展プロセスと課題
について｣ (10月7日) 6名
4.高橋義仁所員｢創薬研究開発の生産性向上に関す
る研究｣ (12月16日) 14名
5.鳴海浩平氏(㈱丸井グループ)
生田H　崇所員｢店舗･WEB一一･体型のビジネス
モデルづくり｣ (1月20日) 12名
(2)公開シンポジウム
専修入学商学研究所主催
公開シンポジウム･ワークショップ(予定)
統一･テーマ:｢ビジネスインテリジェンスを育む教育
-体験ネットワーク対戟型ビジネス
ゲーム｣
日　　時:3月14R (土)
会　　場:神田校舎7号館751教室
全体コーディネート　小島崇弘
シンポジウム｢ビジネスインテリジェンスを育む教育｣
進行･問題提起　内野　明
｢XMLベースのWEB教材開発
-教員の経験を入れたWEB自習教材をE]指し
て｣
高萩栄･郎
｢体験型経常教育のためのビジネスゲーム開発を
通じて(仮題)｣
白井宏明(横浜拘立入学)
ワークショップ｢体験ネットワーク対戦型ビール
ゲーム｣
コーディネート　田名部元成(横浜国立入学)
高橋　裕
(2009年3月1日現在)
(3)研究プロジェクト
(A)内野チーム:内野明所員･小島崇弘所員･高橋
裕所員･高萩栄一郎所員(50万)
3カ年計画の3年日
｢ビジネスインテリジェンスを育む
教育｣
(B)神原チーム:神原理所員･大林　守所員･前川
明彦所員､川名和美先生(50万)
3カ年計画の2年目
｢ソーシャル･ビジネスー社会変革
事業のティッピング･ポイント｣
(Cl) ji:.田臼チーム:生田H崇所員･須山憲之準所員
｢消費者行動分析モデルに関する研
究(購買データによる検証)｣ (25
万) 1年日
(C2)熊倉チーム:熊倉広志所員･渡辺達朗所員
｢グローバル･マーケテイングにお
ける成功要因の分析｣ (25万) 1年
日
(4)受託研究
㈱丸井グループ(マルイヴオイ)より､通信販売の
販売データを用いたマーケテイング戦略に関する受
託研究を実施中(平成21年3月31日まで)
3　刊行書籍
(1)商学研究所報発行
･第40巻第1号(2008･6)　小藤康夫所員
｢大学経常と規模の優位性｣
･第40巻第2号(2009･1)　石川和男所員
｢1960年代半ばから80年における自動車メーカー
のマーケテイング･チャネル戦略の軌跡｣
･第40巻第3号(2009･1)　熊倉広志所員
｢参入方式の高度化とマーケテイング戦略の螺旋的
進化に注目した知識移転モデル｣
･第40巻第4号(2009.3)　趨　時英所員
｢韓liJ小売業態の発展プロセス｣
･第40巻第5号(2009. 3)　奥瀬喜之所員
｢消費者の受容価格域を考慮したブランド選択モデ
ルに関する考察｣
(2)専修ビジネスレビュー発行
第4号(2009･3)
(3)商学研究所叢書
叢書第8巻『企業経常とリスクマネジメントの新潮
流』 (白桃書房､ 2009･3)
4　その他
所員数は､合計85名(内､準所員3名)｡
